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北
事
業
所
は
若
手
を
中
心

に
32
人
の
�
精
鋭
�
を
そ
ろ

え
、
玉
入
れ
で
41
個
と
ト
ッ

プ
。
リ
レ
ー
は
2
位
、
大
な

わ
と
び
は
37
回
で
3
位
と
着

実
に
得
点
を
重
ね
て
計
1
3

2
点
に
。
総
合
2
位
の
谷
原

台
（
1
1
9
点
）
や
3
位
の

旭
町
光
が
丘
（
1
1
6
点
）

を
引
き
離
し
ま
し
た
（
結
果

表
は
練
馬
支
部
発
行
『
群
の

仲
間
』
10
月
号
に
掲
載
）
。

優
勝
を
決
め
た
瞬
間
、
メ
ン

バ
ー
は
喜
び
を
爆
発
さ
せ
、

記
念
撮
影
に
納
ま
っ
た
表
情

は
笑
顔
の
一
言
に
尽
き
ま

す
。一

方
で
、
参
加
者
数
の
目

標
と
し
て
い
た
「
分
会
組
織

人
数
の
2
割
以
上
」
を
達
成

し
た
の
は
高
松
分
会（
39
人
）

で
し
た
。
事
業
所
の
従
業
員

を
は
じ
め
、
普
段
組
合
の
活

動
に
顔
を
出
さ
な
い
仲
間
と

も
交
流
を
深
め
ら
れ
た
の
が

ど
け
ん
ピ
ッ
ク
の
大
き
な
収

穫
で
す
。
秋
の
拡
大
月
間
後

半
戦
に
勢
い
を
与
え
ま
し

た
。

組
合
員
を
増
や
す
「
秋
の
拡
大
月
間
」
の
中
間

報
告
も
兼
ね
た
練
馬
支
部
運
動
会
「
ど
け
ん
ピ
ッ

ク
」
（
関
連
記
事
2
面
）
が
9
月
28
日
に
光
が
丘

公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、
4
5
2
人
の
仲
間

・
家
族
が
参
加
。
大
な
わ
と
び
や
リ
レ
ー
、
玉
入

れ
な
ど
の
分
会
対
抗
戦
を
北
事
業
所
が
制
し
ま
し

た
。

「楽しいことだけでなく、
困ったことも東京土建へ」東
京土建の組合総合共済は、仲
間の仕事と暮らしを支えるの
は言うまでもありませんが、
土建国保も万一の病気や入院
時のよりどころに。保険料が
市区町村国保より抑えられる
ケースもあります。
また建設業は他の業種より

けがのリスクが高いです。療
養費や休業補償などをカバー

するのが労災保険。一人親方
のほか、事業主も加入できま
す。
さらに法人設立もサポー

ト。協会けんぽ（全国健康保
険協会）に移行せず、土建国
保のまま厚生年金に入れるこ
とがあるため、東京土建未加
入者はもちろん、すでに入っ
ている仲間もまずは練馬支部
事務所に連絡してください。

と
あ
る
地

方
議
会
は

�
慣
例
�に
よ

り
議
長
を
最

大
会
派
の
議

員
が
1
年
交

代
で
務
め
て

い
る
。
報
酬
は
大
幅
に
ア
ッ

プ
す
る
が
、
さ
ら
に
う
ま
み

は
く

が
あ
る
の
は「
箔
が
付
く
」こ

と
。
こ
の
地
方
は
議
長
経
験

者
が
相
次
い
で
市
区
町
村
長

に
転
出
し
て
お
り
、
そ
の
一

人
は
「
議
長
の
経
歴
が
有
権

者
を
引
き
付
け
、
選
挙
で
有

利
に
働
く
」と
明
か
す
。ひ
ね

く
れ
者
の
コ
ラ
ム
書
き
は
首

を
か
し
げ
る
が
、
肩
書
の
影

響
力
は
健
在
と
言
え
よ
う
▼

で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
（
首

相
）な
ら
ど
う
か
。初
代
の
伊

藤
博
文
を
は
じ
め
首
相
経
験

者
は
退
任
後
、
政
界
で
幅
を

利
か
せ
て
い
た
。
権
力
の
頂

点
に
立
っ
て
も
�
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
�
が
気
に
な
る
か
▼

石
破
茂
首
相（
自
民
党
総
裁
）

が
退
任
を
表
明
し
た
。
こ
の

5
年
間
、
日
本
の
リ
ー
ダ
ー

は
安
倍
、
菅
、
岸
田
、
石
破
、

こ
れ
か
ら
決
ま
る
ニ
ュ
ー
フ

ェ
イ
ス
と
実
に
5
人
。
国
民

よ
り
党
、
党
よ
り
わ
が
身
と

映
っ
て
し
ま
う
。
�
キ
ン
グ

メ
ー
カ
ー
�
と
称
さ
れ
る
首

相
Ｏ
Ｂ
が
生
き
生
き
と
し
て

お
り
、
そ
れ
を
見
る
た
び
に

首
相
の
影
が
薄
い
▼
短
期
間

で
も
務
め
れ
ば
元
首
相
。
そ

の
肩
書
欲
し
さ
に
仲
間
内
で

動
い
て
い
な
い
か
。
国
民
は

そ
っ
ち
の
け
で
。
物
書
き
の

邪
推
で
済
め
ば
い
い
が
、
こ

れ
ま
た
首
を
…
。

（
今
）

支
部
運
動
会

「
ど
け
ん
ピ
ッ
ク
」

光
が
丘
に
4
5
2
人
の
仲
間
集
ま
る

光
が
丘
に
4
5
2
人
の
仲
間
集
ま
る
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法人設立時は必ず支部事務所へ連絡を
秋の拡大後半戦
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■支部運動会「どけんピック」写真コンクール（締め切り：
11月19日（水）、練馬支部事務所必着）

【応募資格】組合員と家族
【テーマと応募用紙】どけんピックの写真であれば
何でも可。題名とコメントを添えてください。応募
用紙は分会で配布しているほか、練馬支部のホーム
ページ（コード）からダウンロードできます。
【提出方法】Ａ4または六つ切り（データも可）

■第42回仲間の作品コンクール（締め切り：12月26日（金）
＝年内支部業務最終日、練馬支部事務所必着）

【応募資格】組合員と家族
【応募部門と注意事項】
・写真の部…①組合活動部門②スナップ部門③風景部門④課題部門
（テーマ「つながりのかたち」）
※4部門の中から、1部門3点まで応募可。提出方法は、Ａ4また
は六つ切り（データも可）。デジタルカメラやスマートフォンによ
る写真も認めますが、肖像権や著作権に抵触しないよう注意してく
ださい。
・文芸の部…①短歌部門②俳句部門③川柳部門
※1部門5作品まで応募可。自動生成ＡＩ（チャットＧＰＴなど）
による作品は控えてください。
【応募用紙】練馬支部事務所で配布しているほか、
どけん共済会のホームページ（コード）からダウン
ロードできます。

ど け ん ピ ッ ク 写 真 特 集
勝っても、負けてもににっっここりり

天
上
に
…
い
や
、
か
ご
を
目
掛
け
て

玉
を
投
げ
入
れ
る
田
柄
分
会
の
仲
間

�
応
援
団
長
�
が
熱
い
桜
台
分
会

先陣を切ったのは子どもたち

大人も真剣勝負

さあ、ゲームの始まりだ

伊
藤
慶
一
郎
執
行
委
員
長
も
借
り
出
さ
れ
ま
し
た
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「
こ
だ
な
も
の
見
せ
か
け

の
最
低
賃
金
だ
べ
」

9
月
3
日
、
2
0
2
5
年

度
最
賃
改
定
の
山
形
地
方
最

賃
審
議
会
の
答
申
を
見
た
、

山
形
県
内
の
労
働
組
合
の
役

員
は
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
そ

う
言
っ
た
。
普
段
は
あ
ま
り

使
わ
な
い
お
国
な
ま
り
で
の

発
言
に
怒
り
が
見
て
取
れ

た
。同

県
の
答
申
は
9
5
5
円

か
ら
77
円
（
8
・
06
％
）
の

引
き
上
げ
で
1
0
3
2
円
と

す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
（
中

賃
）
が
示
し
た
目
安
の
64
円

（
山
形
は
Ｃ
ラ
ン
ク
）
を
13

円
上
回
る
答
申
で
、
同
県
で

は
過
去
最
高
の
引
き
上
げ
で

も
あ
る
。
手
放
し
で
評
価
す

る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て

も
、
渋
い
顔
を
す
る
よ
う
な

中
身
で
は
な
い
。

怒
り
の
矛
先
は
、
答
申
に

書
か
れ
て
い
た
発
効
予
定
日

だ
。
山
形
の
予
定
日
は
12
月

23
日
と
さ
れ
て
い
た
。
例
年

な
ら
、
遅
く
と
も
10
月
内
に

は
発
効
す
る
も
の
が
3
カ
月

近
く
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
そ
の
影
響
を
考
え
怒

っ
て
い
る
の
だ
。

今
年
度
の
最
賃
引
き
上
げ

で
、
全
国
の
最
賃
が
1
0
0

0
円
を
超
え
た
と
報
じ
ら
れ

た
が
、
山
形
は
10
月
1
日
以

降
も
1
0
0
0
円
以
下
の
9

5
5
円
が
12
月
23
日
ま
で
続

く
。
こ
の
発
効
の
遅
れ
を
考

慮
し
て
25
年
10
月
1
日
か
ら

1
年
間
で
収
入
を
な
ら
し
て

最
低
賃
金
を
計
算
す
れ
ば
、

山
形
の
最
賃
は
1
0
3
2
円

で
は
な
く
、
1
0
1
4
円
に

な
る
。
目
安
を
13
円
上
回
る

と
さ
れ
た
上
げ
幅
は
、
実
は

目
安
を
5
円
下
回
っ
た
こ
と

に
な
る
の
だ
。
役
員
が
「
見

せ
か
け
の
最
賃
」
と
怒
る
理

由
は
こ
こ
に
あ
る
。

山
形
だ
け
で
は
な
い
。
今

回
の
最
賃
の
答
申
の
ま
と
め

を
見
て
い
る
と
、
全
国
各
地

で
後
ろ
倒
し
が
起
き
た
。
秋

田
の
26
年
3
月
31
日
を
は
じ

め
、
群
馬（
同
3
月
1
日
）、

福
島
、
徳
島
、
熊
本
、
大
分

（
同
1
月
1
日
）
の
6
県
が

越
年
、
計
27
府
県
が
11
月
以

降
に
発
効
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
後
ろ
倒
し
に
よ
る
実
質

的
な
最
賃
の
�
値
切
り
�
が

相
次
い
で
い
る
の
だ
。

北
海
道
大
学
の
安
部
由
起

子
教
授
（
労
働
経
済
学
）
が

ま
と
め
た
、
発
効
日
の
遅
れ

を
反
映
さ
せ
て
算
出
し
た
全

国
の
最
低
賃
金
に
よ
る
と
、

答
申
通
り
の
最
賃
額
に
な
る

の
は
、
栃
木
、
東
京
な
ど
5

都
県
に
と
ど
ま
り
、
他
は
1

〜
40
円
低
い
9
9
1
円
と
1

0
0
0
円
に
届
か
な
い
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
。

今
年
度
の
各
地
の
結
果
で

は
最
賃
が
一
番
低
く
な
る
の

は
、
高
知
、
宮
崎
、
沖
縄
の

3
県
だ
が
、
後
ろ
倒
し
を
考

慮
し
て
な
ら
せ
ば
、
秋
田
が

最
も
低
く
な
る
。
同
県
は
目

安
を
大
き
く
上
回
る
80
円
の

引
き
上
げ
だ
っ
た
が
、
実
質

は
40
円
で
、
目
安
に
届
い
て

い
な
い
の
が
実
情
だ
。

政
府
は
最
低
賃
金
（
最
賃
）
の
引
き
上
げ
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
各
都
道
府
県
の
審
議
会
で
決
ま

っ
た
2
0
2
5
年
度
の
最
賃
額
は
初
め
て
1
0
0

0
円
を
超
え
ま
し
た
（
東
京
は
1
2
2
6
円
）
。

こ
れ
を
素
直
に
喜
ん
で
い
い
で
し
ょ
う
か
。
『
連

合
通
信
』
9
月
25
日
付
に
掲
載
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
・
東
海
林
智
さ
ん
の
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
状
況
を
、
東
北
地
方

の
別
の
労
組
役
員
は
「
中
賃

の
宿
題
を
や
っ
つ
け
る
た
め

の
裏
技
」と
断
じ
る
。
一
方
、

東
北
地
方
の
あ
る
地
賃
の
公

益
委
員
は
「
（
最
賃
で
）
最

下
位
に
な
ら
な
い
こ
と
が
至

上
命
題
の
よ
う
な
雰
囲
気
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
色
々
と

考
え
る
」
と
審
議
の
一
端
を

打
ち
明
け
る
。
そ
う
し
た
意

味
で
は
、
中
賃
が
「
発
効
日

は
地
方
で
十
分
審
議
を
」
と

報
告
書
（
8
月
4
日
）
に
盛

り
込
ん
だ
の
は
、
各
地
の
地

賃
に
「
ヒ
ン
ト
」
を
与
え
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

今
年
の
各
地
の
地
賃
の
答

申
に
は
「
物
価
上
昇
に
対
応

し
た
引
き
上
げ
が
必
要
」
な

ど
労
働
者
の
生
活
を
考
慮
し

た
と
の
表
現
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
た
。
生
計
費
が
第
一
に

考
慮
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
そ

れ
は
最
賃
の
目
的
に
も
か
な

っ
た
こ
と
だ
と
思
う
。
し
か

し
、
物
価
高
で
労
働
者
が
生

活
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を

考
慮
す
る
の
な
ら
、
な
ぜ
生

活
苦
を
長
引
か
せ
る
、
発
効

の
後
ろ
倒
し
が
選
択
さ
れ
る

の
か
。
そ
こ
に
は
、
過
剰
に

「
支
払
い
能
力
」
に
配
慮
し

た
姿
勢
が
あ
る
。

中
賃
は
引
き
上
げ
の
目
安

を
示
す
な
ら
、
発
効
日
の
目

安
も
示
す
責
任
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
最
賃
1
5
0
0

円
の
達
成
を
意
識
し
て
か
、

「
未
来
へ
向
け
高
い
発
射
台

を
得
た
」
（
公
益
委
員
）
と

の
声
も
あ
る
。
け
れ
ど
、
今
、

生
活
に
苦
し
む
労
働
者
の
腹

は
ふ
く
れ
な
い
。

戦
争
法
（
安
全
保
障
関
連
法
）
が
強
行

採
決
さ
れ
た
2
0
1
5
年
9
月
19
日
、
息

子
（
三
男
の
良
真
・
当
時
小
学
5
年
生
）

と
永
田
町
に
い
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
こ
と
よ
り
、
永
田
町
の
駅

も
電
車
の
中
も
、
自
宅

近
く
の
光
が
丘
の
駅

も
、
い
つ
も
と
変
わ
らがく

な
い
日
常
の
風
景
に
愕

ぜ
ん然

と
し
号
泣
。
あ
の
時

息
子
に
言
わ
れ
た
一
言

が
「
ま
た
始
め
れ
ば
い

い
じ
ゃ
な
い
！
新
し
い

こ
と
」
で
し
た
。

そ
の
後
も
憲
法
学
者
・
小
林
節
さ
ん
の

講
演
の
前
座
（
歌
唱
）を
は
じ
め
、
「
親
子

で
平
和
活
動
」を
続
け
ま
し
た
。
ま
た「
新

し
い
こ
と
」
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
唯
一
の

戦
争
被
爆
国
・
日
本
の
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
批
准
を
求
め
る
活
動
で
す
。

あ
れ
か
ら
10
年
…
。

あ
の
頃
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
た

ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
講
演
活
動
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
、
子
ど
も
食
堂
な
ど

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
自
分
の
好

き
な
方
法
で
、
声
を
あ
げ
つ
づ
け
て
い
る

の
で
す
。

他
人
か
ら
与
え
ら
れ
た
民
主
主
義
で
は

「
何
も
変
え
ら
れ
な
い
」
と
、
10
年
前
に

体
得
し
ま
し
た
。
そ
し
て
大
切
な
の
は
誰

か
に
委
ね
た
り
せ
ず
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
事
実
を
勉
強
し
、
自
覚
し
、
発
見
し
た

問
題
を
整
理
し
て
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え

る
。
そ
の
伝
え
た
仲
間
た
ち
自
身
が
判
断

し
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
ゆ
く
こ
と

だ
と
、
安
全
保
障
関
連
法
に
反
対
す
る
運

動
の
中
で
学
び
ま
し
た
。

各都道府県の最低賃金額
都道府県名 ２５年度の最低賃金

（時給・円）
発効日の遅れを反映した
最低賃金（時給・円） 発効予定日

北海道 1075 1074 10月4日
青森 1029 1018 11月21日
岩手 1031 1018 12月1日
宮城 1038 1037 10月4日
秋田 1031 991 3月31日
山形 1032 1014 12月23日
福島 1033 1013 1月1日
茨城 1074 1072 10月12日
栃木 1068 1068 10月1日
群馬 1063 1031 3月1日
埼玉 1141 1136 11月1日
千葉 1140 1140 10月3日
東京 1226 1226 10月3日
神奈川 1225 1224 10月4日
新潟 1050 1050 10月2日
富山 1062 1060 10月12日
石川 1054 1053 10月8日
福井 1053 1052 10月8日
山梨 1052 1041 12月1日
長野 1061 1061 10月3日
岐阜 1065 1062 10月18日
静岡 1097 1092 11月1日
愛知 1140 1137 10月18日
三重 1087 1078 11月21日
滋賀 1080 1079 10月5日
京都 1122 1113 11月21日
大阪 1177 1174 10月16日
兵庫 1116 1115 10月4日
奈良 1051 1043 11月16日
和歌山 1045 1039 11月1日
鳥取 1030 1029 10月4日
島根 1033 1024 11月17日
岡山 1047 1036 12月1日
広島 1085 1079 11月1日
山口 1043 1040 10月16日
徳島 1046 1029 1月1日
香川 1036 1033 10月18日
愛媛 1033 1020 12月1日
高知 1023 1011 12月1日
福岡 1057 1049 11月16日
佐賀 1030 1020 11月21日
長崎 1031 1018 12月1日
熊本 1034 1013 1月1日
大分 1035 1015 1月1日
宮崎 1023 1014 11月16日
鹿児島 1026 1020 11月1日
沖縄 1023 1011 12月1日
全国平均 1121

実
際
は
目
安
下
回
る

最
賃
改
定

仕事と暮らしの課題を深掘り仕事と暮らしの課題を深掘り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

東
海
林

智

民
主
主
義
は
自
分
で
獲
得

高
松
分
会

三
⻆

真
弓
さ
ん

安保法成立10年

中
賃
の
責
任
を
問
う

中
賃
の
責
任
を
問
う

駅
頭
宣
伝
で
歌
声
を
響
か
せ
る
三
⻆
さ
ん
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健
康
保
険
証
の
新
規
発
行

が
終
了
し
、
2
0
2
5
年
12

月
で
1
年
。
東
京
土
建
国
民

健
康
組
合
の
加
入
者
は
毎
年

3
月
末
に
保
険
証
の
有
効
期

限
を
迎
え
、更
新
す
る
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ひ

も
付
け
て
い
な
い
人
に
は

「
資
格
確
認
書
」
を
、
ひ
も

付
け
て
い
る
人
（
マ
イ
ナ
保

険
証
利
用
者
）
に
は
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
す
で

に
渡
し
て
い
ま
す
。

市
区
町
村
の
国
保
や
75
歳

以
上
対
象
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
も
、
カ
ー
ド
の
有
無

に
応
じ
た
書
類
を
交
付
。
中

小
企
業
の
従
業
員
や
家
族
が

入
る
協
会
け
ん
ぽ
（
全
国
健

康
保
険
協
会
）
は
12
月
1
日

で
保
険
証
の
期
限
が
切
れ
て

同
2
日
以
降
、
資
格
確
認
書

や
マ
イ
ナ
保
険
証
の
い
ず
れ

か
を
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

に
示
す
こ
と
に
。
同
協
会
は

保
険
証
に
代
わ
る
書
類
を
順

次
発
送
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
国
は
6
月
、
各
地

で
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
混

乱
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
期
限
切
れ
の
保
険
証
で

も
「
2
0
2
6
年
3
月
末
ま

で
は
有
効
」
と
関
係
機
関
に

通
知
。
国
の
対
応
が
二
転
三

転
し
、
こ
う
し
た
こ
と
も
制

度
の
不
信
を
招
い
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持

ち
で
な
く
て
も
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
医
療
を
、
あ
な
た

に
」
政
府
は
こ
う
宣
伝
し
、

資
格
確
認
書
の
利
用
も
認
め

て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、仲
間

の
中
に
は
「
病
院
の
窓
口
で

資
格
確
認
書
を
見
せ
て
も
、

『
マ
イ
ナ
保
険
証
で
な
け
れ

ば
受
け
付
け
な
い
』
と
言
わ

れ
た
」
医
療
機
関
や
薬
局
も

政
府
に
振
り
回
さ
れ
、
ス
タ

ッ
フ
が
混
乱
し
て
い
ま
す
。

資
格
確
認
書
は
医
療
機
関

や
薬
局
で
使
え
る
。
こ
の
こ

と
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き

ま
す
。

練
馬
支
部
の
各
分
会
は
11
月
9
日

（
日
）
、
区
内
の
27
会
場
で
第
48
回
住

宅
デ
ー
を
開
催
。
区
民
を
訪
問
商
法
や

点
検
商
法
か
ら
守
る
住
宅
相
談
、
包
丁

研
ぎ
や
ま
な
板
削
り
な
ど
の
地
域
貢
献

活
動
、
建
設
職
人
の
技
術
・
技
能
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
工
作
教
室
、
地
域
住
民
や

団
体
と
協
力
し
た
防
災
の
啓
発
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
9
月
7
日
、
支
部
会

館
で
技
術
対
策
部
主
催
の
「
包
丁
研
ぎ

講
習
会
」
（
写
真
）
が
行
わ
れ
、
初
心

者
は
基
礎
の
取
得
を
、
ベ
テ
ラ
ン
は
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
腕
を
磨
い
て

い
ま
し
た
。

■インフルエンザ予防接種補助金

東京土建国保加入者（家族含む）は年度内（4月1日～
翌年3月31日）に1人1回、予防接種費用が補助（2000円）
されます。申請書（『土建国保ガイド』に添付しているほ
か、練馬支部事務所でも配布）と、接種者や医療機関名、
接種日が分かる領収書（コピー不可）などを支部事務所に
提出してください。
一方で、75歳以上の東京土建組合員はどけん共済会から

補助（2000円）を受けられます。

■財務省宛て 国保予算要求ハガキ
（10～11月の取り組み）

財務省は�国の金庫番�と言われ予算編成をリード。財
務相の諮問機関「財政制度等審議会」は国保組合への補助
率引き下げを示唆していることから、気を緩めてはなりま
せん。改めて建設国保は私たちの健康といのちを支える�命
の綱�。財務省にも一人ひとりの思いを届けましょう。最
終集約日は11月19日（水）です。

※
詳
し
く
は
各
社
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
管
工
事
：
マ
ン
シ
ョ
ン
の

改
修
工
事
（
3
人
以
上
）
※

正
規
雇
用
、
要
普
通
免
許

株
式
会
社
コ
ー
エ
イ
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
南
事
業

所
分
会
）
豊
島
区
東
池
袋
4

―
23
―
6
ド
ミ
ー
池
袋
3
0

4

☎
0
3
―
5
9
2
7
―

1
6
5
3

・
清
掃
作
業
員
（
2
人
）
※

長
期
雇
用
（
外
注
・
手
間
請

け
）
、
正
社
員
登
用
有

共
栄
管
財
株
式
会
社
（
北

練
馬
分
会
）
練
馬
区
北
町
6

―
37
―
8
グ
ラ
ン
ド
森
長
1

0
3

☎
0
3
―
3
5
5
9

―
1
0
3
9

・
花
輪
千
恵
さ
ん
（
田
柄

分
会
）
…
暑
い
夏
が
終
わ

り
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
3

ケ
月
。
時
の
た
つ
の
は
ホ

ン
ト
に
早
い
で
す
ね
。
健

康
第
一
で
、
笑
っ
て
過
ご

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

・
矢
吹
光
英
さ
ん
（
大
泉

東
分
会
）
…
「
ど
け
ん
ピ

ッ
ク
に
参
加
し
て
」

我
が
分
会
も
例
に
も
れ

ず
シ
ニ
ア
ば
か
り
で
す
。

ピ
ン
ポ
ン
玉
競
技
、
魚
釣

り
ゲ
ー
ム
、
玉
入
れ
と
参

加
し
ま
し
た
。
終
了
後
、

分
会
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し

て
久
し
ぶ
り
に
心
地
よ
い

疲
れ
を
癒
し
な
が
ら
打
ち

上
げ
で
ア
ル
コ
ー
ル
等
注

入
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
終

わ
ら
な
い
の
が
我
が
分

会
。
当
然
二
次
会
は
近
く

の
ス
ナ
ッ
ク
で
、
カ
ラ
オ

ケ
で
大
盛
り
上
が
り
で

す
。
皆
さ
ん
無
事
に
帰
り

着
い
た
と
思
い
ま
す
が
？

・
天
野
邦
子
さ
ん
（
早
宮

分
会
）
…
い
つ
ま
で
も
涼

し
く
な
り
ま
せ
ん
ね
。
体

調
管
理
が
大
変
で
す
。

・
橋
本
良
子
さ
ん
（
田
柄

分
会
）
…
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル

い
つ
も
楽
し
み

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
下
さ
い
。

◇

◇

◇

※
小
紙
へ
の
感
想
や
意
見

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
宛
先
】
〒
1
7
6
―
0

0
2
3
練
馬
区
中
村
北
1

―
6
―
2

東
京
土
建
練

馬
支
部「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」

係

東京土建練馬支部 第48回住宅デー会場一覧
分会 会場 住所

北練馬 北町福祉作業所 北町8－2－12
田柄 田柄中央児童公園 田柄4－5－2
練馬 4丁目おひさま公園 練馬4－29－9
桜台 高稲荷公園 桜台6－40－1
豊玉 豊中公園（ロケット公園） 豊玉北4－20－6
春日 練馬城址公園 春日町1－1－32
高松 春の風公園 光が丘7－4－1
貫井 ガラクタ公園 貫井4－2－20
土支田 土支田なごみ公園 土支田2－38－1
南田中 和田堀公園 石神井町1－1－11
大泉東 北大泉地区区民館 大泉町2－41－26
学園 大泉公園 大泉学園町6－26－26
西大泉 西大泉こぐれ公園 西大泉3－26－20
泉 大泉井頭公園 東大泉7－34－1

石神井台 関町北公園 関町北5－12－1
上石神井 上石神井こもれび公園 上石神井3－2－26
旭町光が丘 光が丘公園 光が丘4－1－1
北事業所 東京土建練馬支部会館 中村北1－6－2
石神井 むくのき公園 石神井町2－18－7
谷原台 まきば遊園地 谷原4－3
関町 関区民センター 関町北1－7－2
新大泉 大泉影山公園 大泉町4－35
早宮 早宮公園 早宮2－13－5
中村 中村公園 中村北3－6－1
富士見台 こぶし公園 富士見台3－53－1
新豊玉 東京土建新豊玉分会センター 豊玉北1－10－8
北大泉 八坂台児童公園 大泉町1－17－6
南事業所 東京土建練馬支部会館 中村北1－6－2
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資格確認書は�有効�なのに…

土建国保のおはなし土建国保のおはなし

マイナのワナマイナのワナ

永島江里子さん（豊玉分会）


